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（2）漏水調査実施計画

（3）水道施設更新計画

（4）第６次拡張事業

（5）下水道の適切な維持管理と計画的な更新

（6）公共下水道の整備（公共下水道の整備計画）

（7）耐震化の推進

（8）浸水対策の推進

（9）災害時対応能力の強化

将来像２．循環型社会の構築に貢献し続ける（環境保全） 9

（1）水循環の保全

（2）資源・エネルギーの循環促進

将来像３．お客さまから信頼されるとともに、質の高いサービスを提供し続ける（信頼） 10

（1）お客さまの視点に立ったサービス提供

（2）お客さまから信頼される職員の育成
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（1）水道事業会計の経理状況

（2）下水道事業会計の経理状況

（3）工業用水道事業会計の経理状況
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（2）水道施設・管路に関する指標

（3）水道の維持管理に関する指標

（4）水道事業における環境に関する指標

（5）水道事業会計に関する指標

（6）職員（水道事業会計支弁職員）
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（1）下水道の普及に関する指標

（2）下水道施設・管路に関する指標

（3）下水道の維持管理に関する指標

（4）下水道事業における環境に関する指標

（5）下水道事業会計に関する指標

（6）職員（下水道事業会計支弁職員）
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（1）行政区域に関する指標

（2）災害に強い上下水道に関する指標

（3）水循環社会の形成に関する指標

（4）環境に配慮した事業運営に関する指標

（5）広報・広聴に関する指標

（6）職員に関する指標
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Ⅰ　熊本市水道事業の沿革
１　水道事業のあゆみ 31

２　拡張事業の推移 32

３　水道関連年表 38
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１　建設改良工事の概況 53

(1)施設改良事業

(2)拡張事業
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(4)水道施設更新事業
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２　水道施設総括表 60

３　機場 64
（1）取水施設

（2）浄水施設

ア 圧力式ろ過設備

イ 次亜塩素酸ナトリウム滅菌設備

ウ 紫外線処理設備

（3）送水施設

（4）配水施設

ア 配水池施設

イ 加圧配水施設

ウ 配水池貯留能力

４　管路施設 74
（1）口径別

ア 導水管布設延長

イ 送水管布設延長

ウ 配水管布設延長

エ 導・送・配水管布設延長

（2）管路に関する指標

ア 新設管路延長

イ 管路の更新

（3）送・配水管付属器具設置数
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（1）水運用センター関連設備

（2）主な水質検査機器
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２　予算決算対照表 112

（1）収益的収入及び支出

（2）資本的収入及び支出

３　損益計算書 114
４　貸借対照表 116
５　キャッシュ・フロー計算書 118
６　性質別支出状況 118
７　経営分析 120

（1）業務分析比率

（2）財務分析比率

（3）収益率その他
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４　全体計画と事業計画 136
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（1）管渠布設事業

（2）ポンプ場築造事業

（3）処理場築造事業

（4）管渠布設事業（雨水）

２　保存工事の概況 151
Ⅲ　下水道の整備状況

１　下水道の普及状況と面積の推移 153
２　整備面積 153
３　処理区域面積 153
４　管路整備 153
５　都市下水路(雨水幹線) 154
６　ポンプ場 155

（1）ポンプ場調書

（2）マンホールポンプ場調書

７　マンホール数、汚水・雨水ます数 160
８　災害用マンホールトイレ 160
９　浄化センター 160

（1）中部浄化センター

（2）東部浄化センター

（3）南部浄化センター

（4）西部浄化センター

（5）城南町浄化センター

１０　下水道施設位置図 167
１１　熊本市公共下水道事業計画一般図 169

Ⅳ　下水道の維持管理
１　下水道維持管理の概要 171
２　浄化センター・ポンプ場の施設機器更新率 171
３　下水道施設年間電力使用量 171
４　管渠 171
５　ポンプ場揚水量 172
６　年間処理水量・有収水量 173
７　年間汚泥発生量・処分量 174
８　浄化センター水質検査結果 175

Ⅴ　排水設備・受益者負担金
１　受益者負担金制度 179
２　排水設備工事受付状況 179
３　受益者負担金及び分担金調定収納状況 179
４　受益者負担金の減免制度 179
５　受益者負担金の徴収猶予 180
６　受益者負担金減免及び猶予状況 180
７　私道内の公共下水道布設取扱 180
８　排水設備普及促進 181

(1)水洗化の状況

(2)共同排水設備設置への助成

(3)改造資金の融資あっ旋及び利子補給

(4)生活保護者等に対する助成制度

(5)排水設備工事店の指定及び届出

９　特定事業場等の排除下水の水質規制 183
（1）下水道法及び熊本市下水道条例に基づく下水排除基準

（2）令和４年度事業場立入水質検査実施状況
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３　損益計算書 188
４　貸借対照表 190
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６　性質別支出状況 192
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（1）施設の効率化
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